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               第1章緒   言

 嚢二条ハ「鰻血清ヨリ観タ人血液ノ生物化學的構造ト興ノ遺偉ト昌就テ」ノ研究第1編；於

テ，鰻血清ニコル人血球ノE－gross（或ヒバF）．及E－k1ein（或ヒバ。）ノ分類二親テ述べ，

之等E－9ros・及E－kI6in差異ハ，鰻血清二対スルA，B及AB型血球ノ種族特異性R㏄eptor

ノ量的關係昌ヨルモノデアラウト考ヘタノデアルガ，本綱二於テハE－gross及レkIein血球

ノ鰻血清二勤スル被凝集慣トA遍0式血液型トノ關係，殊二最近昌於テ重要視サ1／デヰルA

型ノ亜型（U舳rgru叩e）節チA1，A2叉ハA－9ross，A－k16in，或ヒバB型ノ亜型，印チB一，

B2叉ハ五一9ross，B－kki・等トノ關係二就テ調査シ，更身MN式血液型ヨリ観クE－gross及

：E－kIeinノ出現拳箏皇就テ検討ヲ行ヅテ見夕．

              第2章 質験そオ料及カ’法

 實験材料八本研究第1繍二於テ使用シダ材料ノ中，圭トツテ京都市在佳民ノ血液二就テ研察シタモノガ

多イ．

 本編二於テ，鰻血蒲ト箪二言已述シタモノハ論述ノ便宜上。鰻血清ノ『型的差異」ニョル分類2型ノ中，第
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n型鰻血清〔人O型血球二対シテハ凝集債特二高ク，A，二B及A彊型血球二謝スル凝集贋ノ低イモノ）ヲ指

示ツタモノデアル事ヲ観ツチ置ク，

 副チ鰻血清ハ鰻ノ尾部ヲ靭藪シテソコガラ流出スル血液ヲ各々別ノ「シャーレ」二採取シ，室温二放置γ

テ血清ヲ分離セツメ，遠心器二襲霞シテ像タ血清ヲソノ儘，或ヒバ掻氏60度ノ湿溶中二30分間加熱シテ費

験二供シダ．

 各血球ノ’ABO式前二MN式血液型判定ハ當教室所蔵ノ抗A，抗＝B血清曲二抗M，抗N血清ヲ用ヒ。A

及1B型血球ノ抗A及抗旭伽清二勤スル披凝集債ハ各々特定ノB型並二A型ノ血液型者ノ血清ヲ用ピタ．

 而シテ血球ノ被凝集使測定二當ツテハ・人血清二対スル凝集反懸ハ30分後二之ヲ滅定シタノデアルガ・

鰻血清二割スル凝集反魔ハ40乃至50分後二之ヲ験定シダ．

 次二鰻血清二勤スル人血球ノ吸着實験バ前記血漬ヲ摂氏63度30分間加熱，非働性トシタモノヲ使用シ，

吸着後ノ上清二対スル検定血球ハ主トシテ特定ノO型〔目比野〕血球ヲ用ヒ吸着カノ程度ヲ判定シダ．

 コノ場合・非働性トスル意味ハ鰻血清中ノ溶血性物質ヲ破壊スル意味デアル．

  第3章ムB0式血液型目1，観タE一郡。ss及｝Meinノ出現率二就テ

 筋目第1編二於テ毛・大略述ペタ所デアルガ，鰻血清二ョル正一9・・ss及E－kle1nノ分類ハA

型，B型及AB型ノ型星依ヅテソノ出現率二相違ガアル．今京都市在佳民ノ血液型調査ノ場

合昌於ケルE－9ross及1E－kkinノ出現率ヲABO式血液型別二表ハシテ見ルト第1表ノ如ク

デアル、

第1表 ABO式血液型カラ観タ各型人血球ノ鰻血清二対スル被凝集便

A1BO式 鰻血清

調査敷稀灘 20 40 80 160 320 640 12802560 平均血液型 凝集債

實駿 6 O 0 0 0 0 3 3 O
0

％ 100．00 0 O 0 0． 0 50．00 50．00
960

O

實藪 I59 2 13 8 5 44 56
A

％ ユOO，00 1，26 8．18 5．03 3．14 27．67 3ξ．22

。ll。い
576

實敷 54 3 2 1一 1 1O 25
丑

％ 100．00 5．56 3，70 エ．85 1．85 ユ8．52 46．30

。ll。い
647

貿敷 20 8 2 2 O 6 1 1 0
AlB

％ ユOO．00 40．00 10．00 10．00 O 30．00 5．00 5．00． 0
2ユ2

質敷 239 13 17 11 6 60 85 47  0
合計 ％ 100．OC 5．44 7．11 4．60 2．51 25．11 35．56 19．67 0

568

 コノ場合二用ピタ鰻血清ノ凝集憤ハO型血球場封シテハ640傍乃至！280倍アツテ0型血

球昌勤シテハ殆ンド個人的差異ヲ示サナイガ，他ノA，B及AB型血球畠勤シテハ20倍乃至

1280倍迄ノ凝集憤差異ヲ示シ，而モ中間ノ160倍二於ケル出現率ガ最モ少ナイトイフ血清デ

ァツタ．余ハコノ場合，160傍以下ノ被凝集便ヲ示ス血球群ヲ正一kIεinトシ，320倍以上ノ

モノヲE－g・o・sトシタガ各型別二党タE一・gm・s，E－k1e1nノ出現率及夫等ノ平均凝集慣ハ家

ノ様デアル．
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第2表

鰻血清ヨリ観タ人血液ノ生物化學的犠遣ト英ノ遺僚トニ筋テ

A，B及AB型冬型星於ケル五一9ross及E－k16inノ出現率

A巫0式血液型㌧      I

○型 A型 B型 AB型
 1E－9rO昌昌
@E＿k1ein凹  』’ O E－9・oss E＿k－ein 弘9m昌S E＿klein

E－9・…1

@  一
E＿klein

鰻血清稀縄度
@平均値

960 683 71 735 54 4801
@ 1

33

實 藪

@％

6100．00 131

W2．39

28

P7．61

47

W7．04

71Z96 12

S0．00

860．00

i

螂3

 師チE－9・ossノ出現率ハ正；型最モ多ク（87．04名），次ハA型ヂ（82．39％），AB型最モ少

ナク（40．00％）デアル．反整f皇E－k1cinハ逓型ガー番少ナク（1236％），家ハA型デ（17．61

％），AB型ガ最モ多イ（60．00％）．

 E－9m・sノ平均凝集憤ハB型最モ高ク（ク35傍），家ハA型デ（683倍），A退型最モ低ク

（480倍）デアル．

 叉E－H・iロノ平均凝集憤ハA型一番高ク（71倍），次ハB型デ（54倍），AB型最モ低ク（33

倍）デアヅタ．

   第4章ム及B型血球ノ人血清（抗A，抗退）二勤スル穣凝集便ト

        鰻血清二．勤スル被凝集慣1トノ比較關係。＝一就チ

 弐二条ハA及B型血球ノ人血清（抗A及税B）二勤スル被凝集慣ヲ測定シ、同時二同一血

球ノ鰻血清昌封スル被凝集便ヲ測定シテ，両者ノ間二何等カ關係ガナイカヲ調ベテ見夕．

 A型血球157例ノ抗A血清二対スル被凝集慣ハ第3表二示ス如ク最低30傍ヨリ最高240倍

迄チアッテー番多イノハ120倍ノモノ46例（29．30％）デー番少ナイノハ30倍ノモノ2例（1．27

名）チアツク．

         第3表 A型血球ノ抗A血清二対スル被凝集憤

血清稀離い・1・・

實

％

敷 。

O

O

O

・・1・・1

2

1．27

工6

10．19

・・；

36

22．93

80

33

21．02

120

46

29，30

160

17

10．83

脚1
7

4．46

硝鰯集償1 98．2

計

ユ57

100，OO

茨阜同一血球（A型I57例）ノ鰻血清二勤スル被凝集慣ハ最低20倍ヨリ最高1280侶迄アリ，

工60倍二於ケル出現率ガ40倍，80倍或ヒバ320倍，640倍ノ夫レ皇比較シテ著シク少ナク，

160倍ヲ以テE－gr・・s，E－k1einノ厚別ガ出來ルコトハ前述ノ通リデアルー（第4表参照）

第4表 A型血球ノ鰻血清二対スル被凝集便

鰻血繍離■1・・

質

％

敷 2

1．27

ユ3

8．28

80

8

5．10

」…1…1…1・叫計
5

3．18

42  56  31

25．75 35．67  19．75

157

100．00
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 今，抗A血清二対スルA型15ク例ノ被凝集慣ト同一血球ノ鰻血清二勤スル被凝集債トノ

相関闘係ヲ求メテ相關表ヲ作ヅテ見ルト第5表ノ如クデアル．

 印チ洗A血清二対スルA型血球ノ被凝集憤ノ30倍，40倍，60倍……240倍各々ノ被凝集骨

相當値二於ケル各A型血球ノ鰻血清二勤スル被凝集憤ノ算術平均値（Mx）ヲ求メテ見ルト，

30倍デハ480倍，40倍デハ50i傍……240傍デハ582倍トナツテ夫等ノ間室ハ僅カノ差異ハ

アルガ大髄的二蟹動少ナク，抗A血清二対スル被凝集債ガ高クナル昌從ツチ鰻血清二勤スル

被凝集慣平均値ガ増加スルトカ或ヒバ部ツチ減少スルトイフ現象ハ認メラレズ，略友一定シ

テル様二思バレル．

 同様二鰻血清二対スル被凝集便ノ側ヨリ観察シテ，鰻血清二対スル被凝集憤ガ高クナル皇

從ヅテ税A血清二勤スル被凝集慣平均値（My）ガ特二高クナルトカ或ヒバ部ツチ低クナルト

イフ現象モ認メラレズ，大鰐一定シテル様デアツタ．今第5表ノ結果ヲ固表デ表ハシテ見ル

ト第1国ノ如クナリ．鰻血清二対スル被凝集債平均値反抗A血清二対スル被凝集慣平均値ヲ

表ハス同饒曲線Mx，Myノ爾曲線ハ殆ンド直交シテルト見テ差支ヘナイ．印チ両者ノ間室

相關關係カナイコトヲ現ハシテヰル．

第5表 A型血球ノ抗A血清二軸スル被凝集憤ト鰻血清二

    封スル被凝集憤トノ相聞表

鰻血清二勤スル被凝集償
P Mx

20    40    80    160   320   640  1280  2560

10

20

人血30
1 1 2 480

滝

二 40 1 2 1 1 4 4 3 16 501

封

ス 60 1 1 ．1 9 20 4 36 585
’レ

’ ■ ■被80凝

3 1 1 11 12 5 33 544

集120慣

1 3 5 1 ■2 11 13 46 613

‘ 一

160 2 5 6 4 17 625

240 2 1 2 2 7 582

P’ 2  13 8 5 42 56 31 157

My
・・」…

97 108 91 91 110

今，之等ノ間室於ケル開係ヲE・a・ai・ノ相關關係公式目從ヅテ相關係数ヲ求メテ見ルト家

ノ様デアル、

      ΣPd，xd，y－DWxWy公式  τ！     一一 …一一一一一一
         nσxσy
P・一・・  歩貢塵＝ n・・・・・・・・・… 謂思員婁吏

d’x・…  ・鰻血清二対スル被凝集優ノ各倍鮫級値ト膿平均値M’xトノ偏差
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町…

Wx．．

Wy・・

σx・・

σy l・

Mx、．．

My…

γI’I’・

鰻血清ヨリ観タ人血液ノ生物化學的穣造ト英ノ遺傳トニ就テ

・人並蒲二対スル被凝集憤1ノ各借駿級憧ト暇平均値M’yトノ偏差

 M’X二対スル補正値

 M’y二対スル補正値

 鰻血清二対スル被凝集憤平均値二対スル標準偏差

人前滴二対スル被凝集贋平均値二割スル標準偏差

鰻血清二対スル不均被凝集憤

人血清二対スル平均被凝集贋

・椙麗係敷

第i圖A型血球ノ抗A血清二対スル被

    凝集憤ト鰻血清二対スル被凝集

    債トノ相関固
O    －0    20    40    80   160   ；20   目｛0  128目

10

；0

40

60

80

111L
敷

I…■■ 一【ユ川I0  ■ 一一一一’■一 一一…  I’
一」＿＿」 ，■

一」一一’一一■ 一‘一’一 ’■ 一一一’一一■ 1■ I川■■ ■I■一■一一 一一’   ■o I■一   I一一

■「T

．一 』一 I，一■一一 一一一■1

［   …L－  1u 一’■一一L’一【 ■一一＾ユー’皿

一0ユ  一■ r」一＿＿＿＿

■ ‘  一｝’’’

M｝

†十 」o■止」止‘ 止’ 一    ■

I，一u
M1

鰻血清稀騨悟敷

2345

 γノ値ヲ計算スルト

    γ＝斗0．0612±0．0162

 コノ相關係数γノ経掛値ハソノ蓋然誤差二比シテ充分二大キイカラγノ値ハ信頼スル二足

ルト言ヘル．

 統計學上，相関係数ガソノ縄対値二於テ0．5以上ナ1ノバ確カニ相聞開係ガアリ，0．3以下ナ

レバ相關関係カナイトイフ習慣二從ヘバ，0・0612ナル値ハ殆ンド零二近ク，零トイヅテ差支

ヘナイ．印チ跣二相開固形二於テ看取サレタ如ク鰻血清二対スルA型血球ノ被凝集便ト，同

一血球ノ抗A血清二対スル被凝集償トノ間ニハ何等相開關係ガ存在シナイコトヲ物語ルモノ

デアラウ．

 同様二B型血球53例ノ抗B血清二対スル被凝集慣ハ第6表呈示ス如ク最低10倍ヨリ最高

80侶迄ノ間ニアヅテ，一番多イノハ40僧ノモノ20例（37．74％）デ，一番少ナイノハ80倍ノモ

ノ1例（1．89名）デァッ外
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第6表 B型血球ノ抗児血清員封スル被凝集憤

血清稀緯度

實

％

籔

雫均被凝集慣

・・■1

2

3．77

13

24．53

30

12

22．64

40

20

37，74

60

5

9．43

80

1

1．89

1・・1 …1

O

O

240

O

O

3軋

計

53

100．00

 同一血球（B型53例）ノ鰻血清二対スル被凝集慣ハ最低20偶ヨリ最高1280侶迄アリ，80借及

160傍二於ケル出現率ハ同一デ，何レモ40倍，320倍，640倍ノ夫レニ比較シテ著シク少ナ

イ．（第7表参照）

          第7表 皿型血球ノ鰻血清二対スル被凝集慣

鰻肺活稀離■いい
賛 敷 3

5，66

2

3．77

1

エ．89

1…

1

1．89

320  640

10

18．87

24

45．28

・…1計

12   53

22．64  100．00

 今，抗B血清二対スルB型53例ノ被凝集使ト同一血球ノ鰻血清二対スル被凝集便トノ相

聞關係ヲ調ベルベク相關係数ヲ求メテ見ルト，次ノ如クデアル．

       第8表 B型血球ノ抗B血清二対スル被凝集慣ト鰻血清二

           勤スル被凝集憤トノ相関表

        鰻血蒲二勤スル被凝集便

Q0    40    80   160   320   640  1280  2560
P M■

1 1 2 960

2 7 3 13 691

2 6 3 695

1 4 9 5

12

675

  10

@ 20 1

l血30 1

椏?40 1

1 1 1 2 184

1 1 640

・’ P・ 2 1 1 10 24 ・・ P 53

・・i・・ 50 60 60 38 32
・・1

 師チ抗E血清二対スルB型血球ノ被凝集慣ノ各稀緯傍敷相當値二於ケル各B型血球ノ鰻

血清二勤スル被凝集慣ノ算術平均値（Mx）八人血清二対スル被凝集慣ガ高クナルニ從ヅテ梢

々下降スル傾向ガ認メラ1ノルガ，他方，鰻血清二対スル被凝集償ノ側ヨリ観察スレバ，鰻血

清二対スル被凝集慣ガ高クナル皇從ツチ人血清二対スル被凝集慣ノ各平均値ガ漸次低クナル

トイフ傾向ハ認メ．ラレナカッタ．師チ両者ノ間ノ相關係数ヲ求メテ見ルト，
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鰻血清ヨリ観タ人血液ノ生物化學的構遣ト英ノ遺傳トニ就テ

第2圖 B型血球ノ抗B血清二対スル破
    凝集贋ト鰻血清二対スル被凝集
    憤トノ相聞圃

0102040801605206401280

川皿■川』 ，一’一    I    』一

｡

’

…ユ■’

M’

M比

班固7

10
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齪

 ω

 60

 00

 測
人

並欄
清

稀㎜
揮
倍
敦

     γ；一0，283土α089ア

  コノ相聞係数γノ縄対値ハソノ蓋然誤

鰻差二比シテ充分昌大キイカラγノ値ハ信
血

驚頼スルー足ル1言一ル・叉α…ハα・

騨
伸ヨリ小サイカラ無相關ノ部二麗シテルト
数
 見テ差支ヘナイ．印チA型及B型血球ノ

 被凝集慣ノ個人的差異ハ，人血清二鈎ス

 ル場合ト鰻血清二対スル場合トニ特殊ナ

 ル相関開係ガ存在セズ，」鰻血清二鈎シテ

 被凝集償ノ高イ血球八人血清皇封シテ破

 凝集慣ガ低イトカ，叉八人血清二対シテ

 被凝集慣ノ高イ血球ハ鰻血清二対シテ被

 凝集償ガ低イトイフ様ナ關係ハ認メラレ

 ナカヅタ．

     第5章 ム及＝一1B塾！ノニ臣型1（ム1，A2及二Bl，B2）トE－9ross及

          ｝klei皿トノ闘係

 AB0式血液型ノ中デA型二二ツノ亜型U山e・g・u叩6ガアルトイフコトバv．D㎜g舳u．

mrsz制dノ提唱以來漸ク認メラレテヰル所デアルガ，コノA型ノ亜型（Al，A2，叉ハA－

gmss，A－k1o1n或ヒバA－stark，A－s〔hwchトモ呼バレル）ノ間題ハ合目モ倫研究途上ニア

ニレトイツテモ目ク，A一，A2ノ腫1別ガ質的ノ相違デアルカ，量的ノ相違デアルカドイフ間題ハ

決定シテヰナイ．Thoms㎝ヤF・i・d㎝爬ich等ハ質的ノ相違デアルモノト考ベテ之三勤膳

スル様ナ凝集素αトα，トノ存在ヲ想定シテヰル．αハAτ，A！ノ両方二作用スルガ，四ハA1

畠作用シテA2ニハ殆ンド作用シナイトイヅテヰル．

 Lattes等ハ之二反シテA1，A2ノ厚別ハ量的相違ダト唱ヘテヰル．L狐d・tei… ハLa胞s

ノイフ如ク血球二体ツチA物質二量的相違ガアルコトそ事費デアルガ，質的昌モ相違スルト

イヅテヰル．

 Al，A2ガqu田H胞dγ二違フカq㎜ntit・tiv二違フカノ間題ハ，甚ダ興味アル研究事項デア

ル．當教室二於デモ正木（信夫），来島（直樹），井開（倫榮）等ノ諸氏ハ之等A一，A空ノ間題呈

就テ熱心二検討ヲ行ツテヰクガ，A型ノ亜型（A1，A2）ノ分類二成功シ，更皇E型ニモ正一

9ross．Bぺkin師チB1，B1ノ厚別ガ出來ルコトガ明カニナツテ來夕．

 昭和9年11凡當教室二於テ京都市在任氏400験名ノ血液型ヲ調査シタル際，正木，来島，

井關ノ諸氏ハA型並二B型ノ亜型二關スル研究費験ヲ行ハレタ．コノ際，余モ亦，同一材料

ノA型及B型血球ヲ用ヒテー定鰻血清二対スル被凝集性及吸着カノ調査ヲ行ヒ，俵ツチ得

クE－gmss。トk1曲 ノ結果ト正木氏箏ノA1，A2及B1，Bl二關スル實験結果トヲ比較封
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照ヲ行ツチ見タ．

       第1節 AT，A2トF－9ross，E－k1einトノ闘係二就テ

 京都市在佳民血液中A型24名ノ血球二就テ，抗A血清二対スル吸着力並二鰻血清二対ス

ル吸着カニ依ツチ制定シタルA1，A。及E－g・oss，E一一k1・1nヲ比較シテ見ルト吹ノ第g表ノ如

クデアル．

第9表 A1及A！血球トE－gross及E－k1e亘n血球トノ比較

血球

番號

339

215

385

66

11

2

ユ89

243

44

296

234

230

428

54

59

7

49

427

334

393

26

435

422

42

抗A二
封スル
被凝集
償

80

240

60

ユ60

60

60

80

240

80

240

60

60

80

60

60

80

60

60

80

40

40

80

30

60

鰻血涌
二封ス’

吸着力一
二依ル■

抗＾』血清二勤スルA型
＿＿一典球吸膏壁．．．

鑑凝；鳩一・÷÷H＾11起ふ

80

40

640

640

640

320

1280

40

160

1280

640

1280

320

320

640

1280

640

640

640

40

1280

320

640

640

A］

A］

A1

Al

A一
A1

A1

A1

A1

A1

A］

Al

A一

A1

A1

A1

Ai

A1

AI

Ai

A2

A2

A呈

A2

一一一 ¥十十・ト←冊H什

一一一
¥・トト・トH什洲冊

 十什十H井冊糾十

十十十ト什掛排糾

十十十ト十十冊併柑

十十什甘拙淵十什

十・トト什十十柵柵糾

十什什什糾冊冊

十十十甘十十耕冊冊

十十十・H・井冊糾H什

十什・トトトH什冊糾

十十十什・H・冊H叶拙

十十一H・什・H・柵冊耕

十十甘什・トト糾冊冊

一十十十料什1州柑

十十せ舳糾拙糾
1＋＋甘冊舳1柵

二■可舳1州榊
一1＋・冊舳冊耕
一1＋＋舳什冊拙柵

十十什・トト十十そ十冊拙榊

十十甘・ト十料料排拙・柵

十十・トトそ十什什十糾冊榊

十十十十什料そ十糾冊冊

吸着カ
ニ依ル
E，eノ
厘別

E

e

E

E

E

鰻血清二封スルA型血球吸着量

 1 1 1 1 1 1 1 1 11一一 一一一一  一一一… 1 4 畠 1咄批一硝i呈君州512

一一 P＋＋＋冊什舳

三1≒讐
一一一一 ¥十十舳

一一一
P＋＋＋料

一一一
�黷P＋＋＋什什

r一一一
P＋＋＋什

三EI王舳柵柵
一一一 ¥十十†舳

E  ＿＿

■   ，      一 ††r．十t『寸

一      ’   ，

~   ■   ’一一

十十十甘料
一  一     一 十十十什什

一     一  ■ 十十十什甘

へ・   一      一 十十十什什
‘‘   ’      一 」・・十甘

一     ■     6

@■ ， 一一1 ■      ユ   …

十十十什甘
一     一     一 十十十什什

』              一

一   一   一

Z
十十十什＃

一      ・   i 十十十甘・H・

1・・料
｛

井什拙淵糾

一一一一一 ¥十十十

凹 1一
一一一一 ¥十十丹
…一     一  ■ 一，、      1

十十十・H・什
一一     ■     一 ’ 』

十十十什・H・

十十十什料

・一一一 v・・十甘
皿  □＿＿

E  ・＿一一＿

1三1－1讐

E 一一一一■一一十十・H・

二111ポ
 印チ24例ノ血球中抗A血清二封スル場合ハ20例ハ比較的吸着力強ク，他ノ4例（No．26，

435，ヰ22，42）ハ比較的吸着カガ弱ク，正木，莱島，井闘ノ諸氏ニョ1！バ前者ハAr9・upP・
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二溺シ，後者ハArgr岬pe昌鶴スルモノデアル，之等A1，A2二關スル研究結果ハ犯罪學雑

誌，第g雀，3號、（昭和10年5月）二護表サレタ所デアルガ，同一血球（A型24例）ノ鰻血清

二対スル吸着試験ノ結果ハ，N・．339，215，243，393／4例ハ特皇吸1着力弱ク，ソノ他ハ比

較的吸着カガ彊ク大磯一様デアル．コノ場合，前ノ4例（No．339，215，243，393）カトk1e這n

9・upPe二麗シ，他ノ20例ガE－9ross grupPe二騒スルモノデアルコトバ推定出來ル・

 師チA1，A望g岬p・ノ血球トE－g・oss，レkI・i・g・uppeノ血球トヲ比較スルニ，E－kk五n昌

麗スル4例ハ何レモA1－9rupP・ノ中二溺シテヰテ，Aビ9rupPeノ中ニハE－k1ei血血球例ヲ

見出スコトガ出来ナカツタ．之ハA2血球ノ例敷ガ比較的寡少デアツタタメト思川／ル．’

 E－gross二麗スル20例ハA1並二A2爾9mpP但ノ中里麗シテヰテ，コノ緕果ヨリ観察スル

ト，A1ニハE－g・・ss，E－Heinノ雨着ガ混合シテ存在シ，A1ガ正一9ro・・デアルトカ，E－kle一

島デアルトカイフ判然タル別ハナク，從ツチA2ニモE－gross，E－kleinノ両者ガ存在スルコ

トガ想像サレ，A1ト同様二A。モE一一g・o・s，E－kIe三nト特殊ナル相互關係ヲ有タナイモノト

推定サレル．師チA型血球ノ皿型，A1，A2トA型血球ノE－gross，トkkinトハ性質的二

無開係ノモノデアヅテ，A1ノ中ニハAlE，Aieガ存在スルト同時二，A2ノ中ニモ亦A2E，

A2e／2種類ガアルモノト考ヘラレル．

         第2節 B1，B2ト正一gross，E－He1nトノ關係皇就テ

 玖二退型13名ノ血球二就テ，抗遇血清二対スル吸着力並二鰻血清二対スル吸着カニ依ツ

チ判定シタルふ，B。及E－g．o・s，E－kIeinヲ比較シテ見ルト家ノ第10表ノ如クデアル．

第10表 E1及B里血球トE－g・oss及E－k1ein血球トノ比較

血球

番號

140

167

321

360

331

150

417

326

222

341

353

152

354

抗B二
封スル
被凝集
償

40

80

40

60

40

40

60

40

40

30

40

30

30

鰻血構1
三封ス1

ル被凝
集贋

1280

640

1280

320

640

硯0

320

640

80

640

640

640

320

吸着カ
ニ依ル
氾1，1B2

ノ踵別

lB1

1B1

＝Bl

lB1

1B1

I㍉

lBI

B■

皿1

lB一

Bl

B2

lB2

抗B血清二封スル皿型
  血球吸着量

1 ⊥⊥⊥＿L＿L」＿⊥ 1
 王 4 畠163王匠41蝸皇56

十什十十柵耕

十什什柵冊

十付十十榊拙

十十什什拙糾

十十什什糾拙

十十せ什耕朴

，1一 ¥十・甘什榊糾

一一一 ¥十什什耕糾

一馬 ¥十十十什什糾耕

十十・トト十ト什榊冊

十十そ十・トト・トト糾排

十十十・トト・トト什柑十丹州・

十十十十・トト・トト十十拙・冊淵

吸着カ
ニ依ル
E，eノ
團別．

E

E

瓦

1l：

瓦

鰻血清二封スルB型血1球吸着量

／÷十÷十去古去ふ∴

一一一一一一 齒¥十什

一一一 �v… 什
十十十片什

十十十什丹

1圭11

一｛1
一十十舳舳舳

llllギ1
一一一・・ ¥十十・トト什
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 動チi3例ノ血球中，抗B血清阜勤スル場合ハ11例ハ比較的吸着方蝿ク，他ノ2例（No．152，

354）ハ比較的吸着カ弱ク，亙木，乗島，井關ノ講民昌ヨレバ前者ハ1Br9脚Pe二轟シ，後

者ハBrgru叩・二麗スモノデアルトノゴトデアル．同一血球ノ鰻血清一封スル吸着カノ差異

二体ツチNo・222ハE－k1ein二麗スルガ他ノ12側ハE一一9rossg岬Pe二鴎スルモノー A見テ差

支ヘナイ．今，B1，皿2gmppeノ』血球トE－g．oss，E－k工ei．gmpp・ノ血球トヲ比較スル島，B

型ノ場合モA型ノ場合ト同様昌，B1ノ中二瓦一g・oss，E－k1e1nガァツタ，叉B2ノ中昌ハ

正一9mssノミデアツタガ，E－kleinモ亦存在スルモノデアラウト想像サレル．印チBl，B2

ト正一gross，E－kki皿トハ性質的昌關係カナイモノト考ヘラレル．

  第6章 皿正式．血液型ヨリ観タ｝gmss及｝lk1ei皿ノ出現率二就テ

 Lands舵in釘u－Le・1neニョルMN式薪血液型ハ，免疫血清；依ツテノミ讃明スルコトノ

出來ルそノデアヅテ，M型，N型，MN型ノ3型ガアリ，之等ハAB0式血液型トハ金ク

無闘係員遺停スルノデアル・叉，M，N及MlN型血球ノ抗M並二抗N血清二対スル被凝

集便ハ0，A，亙或ヒバAB型二体ツチ大ナル差異ヲ示サナイ・

 余ハ次島MN式血液型ヨリ観タルA，B及AB型血球ノ鰻血清ユ戦スル被凝集慣ヲ比較

シテ見タノデアルカソノ結果八家ノ第11表ノ姉クデアル．

    第11表  MN式血液型カラ観タ各型人血球ノ鰻血清二勤スル被凝集贋

MN式
．鰻血清
稀程度

距k！dn（・） E－9m冨S〔瓦）

血液型
計

調査敷 20 40 80 160 320 640 1280 2560

實数 6 8 4 4 13 26 12 O 73

M ％ 8．22 1096 548 548 17．81 3巳61 16．ω O 工00．00

實較 2 3 2 ユ 工7 23 8 0 56
N ％ 3－57 5．36 3157 1J9 3α35 41．Oフ 14．29 0 1oo，oo

貿鞍 5 5 6 1 28 35 24 O I04

MN ％ 4£1 4週1 5．77 096 2a92 33．65 2乱08 O 1帆00

實敷 13 16 12 6 58 84 44 O 233

合計 ％ 558 a87 5．15 Z57 24．89 3乱05 18．89 0 10αOO

 印チ233名ノ検査血球ノ中，M型73名，N型56名及MN型104名，各々血球ノ鰻血清畠

劃スル被凝集憤百分率ハ大磯二於テMN式血液型別二著シイ差異ヲ示サズー今，160傍以下

ノモノヲE－k1c1nトシ，320倍以上ノモノヲE－9mssトシテ纏メ，之等ノM型，N型，及

MN型別二於ケル出現率ヲ求メルト，家ノ姉ク

E－kIei藺   】≡：一gro昌昌

M 塾  30・14％  69．86％
。型11。。。％。。。、％

M N 聾里     16．35％     83．65％

 E・9rossハN型，MN型略々等シク，M型ハ

之ヨリ梢々少ナイ．E－k1e1皿モ亦N型，MN型，

略々等シク，M型叉之ヨリ梢々多イ．然シ期ク，

M型トN型及MN型トノ型別二見タルノ出現率

二相違ノアルノハ何レモ調査例敷ノ少ナイクメ昌
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全ジタ實験的誤姜二基ヅクモノデアラウト考ヘラレ，師チ全般的二考察シダ結果ヨリ見テ，

A，遍及AB型血球ノ鰻血清二対スル被凝集憤ノ高低ハMN式血液型トハ無闘係二現パレル

モノデアラウト考ヘラレル．

              第7章総括及結論

 以上ノ實験威綾ヲ麦二総括的二遮ベテ本論文ノ緒論トスル．

 余ハ鰻血清二体ツチ分類シ得ル人A型，B型及AB型血球ノEて・…，（或ヒバE）及E－

klein（或ヒバe）二就テ研索ヲ試ミ，之等E－gross，E－kleinトABO式血液型及MN式血液

型トノ開係・殊プ型及B型ノ平型（AllA・肌B・）トノ闘係一就テ調査ヲ行ツチ見タ・

 1）一鰻血清二ョルE－g…s，及E－kI・1nノ分類ハA型，lB型及AB型ノ型二体ツテソノ出

現率二相違ガアル．（コノ關係ハ跣二本研究第一編二於テ詳述シダ所デアル．）

 2）．A型血球ノ抗A血清二対スル被凝集憤ト同一血球ノ鰻血清二対スル被凝集償トノ間

ニハ何等特殊ナ相關闘係ガ存在シナイ．

 3）。B型血球ノ航B血清二対スル被凝集償ト同一血球ノ鰻血清二対スル被凝集便トノ間

ニハ何等特殊ナ相関關係ガ存在シナイ．

 4）．A型24例ノ血球二就テ，抗A血清二対スル吸着力並二鰻血清二対スル吸着カラ比較

鋤照シ，A型血球ノ亜型，A1，A2トA型血球ノE－9・o・s，E一・klehトノ間ノ開係ヲ調査シダ

所，E－9rossハAi及A2ノ中ニモ存在シタガ，E－k1einハA1ノ中二ノミ存在シ，A2ノ申

皇ハ見出スコトガ出來ナカヅタ，之ハA2血球ノ例藪ガ比較的寡少デアヅタタメト思ハレ，

コノ場合E－k1einモ亦トE－gross同様二，A＝ノ’中ニモ現バレルモノト思バレル．印チA1ノ

中ニハAlE，A’eガ存在メルト同時二A2ノ中ニモ亦，A2E，A2e／2種類ガアルモノト考ヘ

ラレル．

 5）．B型13例ノ血球二就テ，A1，A2ノ場合ト同様二，B1，B2トE榔。ss，E－kleinトノ開

係ヲ調査シダ所，Bl，トレgross，E－kleinトノ間ニハ麗係カナク，B2ハ旺旭rossノミデア

ツタガ，コノ場合恥モBlト同様二E－gro・s及E－k！einト闘係カナク，B；ノ中二BlE，正11e

ガ存在スルト同時二B2ノ中ニモ亦，助E，Bze／2種類ガアルモノト考ヘラレル．

 6）．鰻血清二ョルE－g・os・及E－k1・i・ノ分類ハMN式血液型ノ各型二体ヅテソノ出現幸

二著シイ差異ヲ認メナイ．師チA，B及AB型血球ノ鰻血清二対スル被凝集債ノ高低ハMN

式血液型トハ無關係二現ハ1ノルモノト考ヘラレル．

                 文   献

1〕v．1〕山Ilg町n皿nd Hi蝸z地1d：Ueber gruppenspez揃sche Strukturen dos別utes．Zeitsc11r．f．Imm－
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